

















































































































北星園の設立年月日は、1910年（明治 43）年 8月 1日となっているが、『清水町百年史』
のみ、8月 11日となっている。 





名；石川タヨ）と 1914（大正 3）年 2月 8日に結婚し、北星園の院母となった。また 1915




に渡った（『帯広市史』、2003）。1910 年（明治 43）年 8 月 1 日、育児施設北星園と人舞
農場を開設する。1911（明治 44）年、東宮殿下による北海道への行啓を記念し、園舎を
建築する（三吉、1966）。4町 3反歩（4.3ヘクタール）の原野が開墾され、園舎も 30坪
に広がった（平中、1994）。園児は 10名（男 7名、女 3名）を収容していた。（『清水町百




うになる（三吉、1966）（平中、1994）。1914（大正 3）年 2 月 8 日、山田範三郎は石川
タヨと札幌の教会で結婚した。北海道慈善協会（同年 3 月 3 日設立）に加入した（三吉、
1966）。3月 30日、山田範三郎が上京し、五十嵐院長と契約書を交わして北星園を独立さ
せた（三吉は、日本育児院からの独立経営が 1 月となっている（三吉、1966）。）。その時
の入所児童数は 21 名（孤児 4名、貧児 9名、棄児 6名、その他 2名）であった。4月、





円であった。同年 3月末の時点で賛助会員は 1368 人いた。10月、柾葺平家 30 平方メー
トルの納屋を新築、12月、小作人住宅 1棟 24.8平方メートルを建築した（平中、1994）。
園内の家庭教育を廃して、学齢期に達した園児は下佐幌小学校に通うようになった（『清水
町百年史』、2005）。収容児童数は計 27人（男児 19名、女児 8名）で、創立以来収容児童
数計 38 人（男児 25 名、女児 13 名）となった（三吉、1966）。山田範三郎の長男範長が
生まれる。1919（大正 8）年 3 月 31 日付で、北海道庁長官から水田造成に必要な「灌漑
溝」の堀削が許可される（平中、1994）。1920（大正 9）年度、約 2,970 平方メートルの
水田を造成した、（平中、1994）収容児童数は、孤児 5名、捨子 9名、貧児 5名、知恵遅
れ 1名の計 20名で、創立以来延 230名となる（『清水町百年史』、2005）。1921（大正 10）
年 3 月 29 日付で、北星園は財団法人になるため道庁へ申請、内務大臣から許可が下りて
改組した。1921（大正 10）年以降、宮内省からご下賜金を給った。（平中、1994）1922
（大正 11）年 7月 19日、皇太子殿下が来道、土屋侍従が北星園を訪問し事業の状況を聞
いた。11月、300円のご下賜金を頂いた。侍従の訪問と皇室からのご下賜金をいただいた
ことを機会に、予てから計画していた施設の機関紙『北星』の発行に踏み切った（平中、




昭和期に入ると、1927（昭和 2）年 11 月、小森梅太郎の寄付金にもとづき昼間託児所
として小森記念北星園附属託児所を開設した。帯広町東三条十一丁目にあった家屋と土地
を購入して託児所とし、年末には 20名ほどの児童が入所した。託児料は 1日 3銭として
おやつ代と運営費にまわした（平中、1994）（『清水町百年史』、2005）（『帯広市史』、2003）。
1928（昭和 3）年、託児所の児童は 80 名を超えた。山田範三郎が病気を患い吐血、妻と
ともに千葉県北条へ転地療養する（平中、1994）。託児所に寄付をした小森梅太郎が 67歳



















発足、一挙に 104 名が入所した（『帯広市史』、2003）。1952（昭和 27）年 1 月、元救護
院の建物を改装して市立養老院（定員 35 名）として開設した。（平中、1994）1953（昭
和 28）年 7月、児童福祉法により戦災孤児らを中心に養護施設平原学園が定員 40名で帯













①北星園の歴史 1909（明治 42）年から 1922（大正 12）まで 
1909（明治 42）年中     山田範三郎日本育児院長ト協議ノ結果北海道ニ渡リ 
1910（明治 43）年夏マデ  土地ノ視察ヲ兼ネ各地ヲ巡回シ個人トシテ僅少ナル土地ノ
貸付其他ノ準備ヲ稍整ヒタルヲ以テ一先歸国ス 
1911（明治 44）年 8 月 1 日 岐阜市外日本育児院附属農園トシテ十勝國人舞村下佐幌原
野ニ於テ未開地ニ四名ヲ本院ヨリ移住シ事業ヲ開設スルニ
至レリ之レ本園ノ 濫觴ナリ。 
1912（大正 2）年 2月 11日  本院と協議の上分離シテ獨立經營スルコトゝナリ、 
1913（大正 3）年以降     北海道廰ヨリ助成獎勵金ヲ下附セラル、 
1917（大正 6）年以降    毎年内務省ヨリ助成獎勵金ヲ下附セラル、 
1920（大正 10）年以降    年々宮内省ヨリ御下賜金ヲ辱フスルノ光栄ニ浴ス 
1920（大正 10）年 4月 1日  財團法人ニ組織ヲ變更シ各役員ヲ推薦ス。 




1921（大正 11）年 7月 19日 東宮殿下本道御巡啓ニ際シ土屋侍從ヲ御差遣事業ノ狀况御
下問被遊越テ 
11月 24日 思召ヲ以テ金三百圓御下賜ノ恩命ニ浴シ感激ノ外ナシ。 







































前年越員：男 3名 女 1名 
入園：計 11名 男 10名 女 1名（内訳 孤児：男 2名、女 1名 貧児：男 5名、棄児：
男 3名） 
退園：計 1名 男 1名 女 0名（内訳 就業其他獨立ノ爲：男 1名） 





前年越員：男 12名 女 2名 
入園：計 5名 男 3名 女 2名（内訳 孤児：男 1名 貧児：男 2名、女 1名、白痴：女
1名） 
退園：計 1名 男 1名 女 0名（内訳 就業其他獨立ノ爲：男 1名） 
年末現在：計 18名 男 14名 女 4名 
 
1913（大正 2）年 
前年越員：男 14名 女 4名 
入園：計 4名 男 2名 女 2名（内訳 孤児：男 1名 棄児：男 1名、女 2名） 
退園：計 1名 男 1名 女 0名（内訳 就業其他獨立ノ爲：男 1名） 
年末現在：計 18名 男 14名 女 4名 
 
1914（大正 3）年 
前年越員：男 16名 女 6名 
入園：計 5名 男 2名 女 3名（内訳 孤児：男 1名、女 2名 白痴：男 1名、女 1名） 
退園：計 5名 男 1名 女 4名（内訳 父母又ハ親族へ引渡シ：男 1名、女 2名 就業其
他獨立ノ爲：女 1名 死亡：女 1名） 
年末現在：計 22名 男 16名 女 6名 
 
1915（大正 4）年 
前年越員：男 16名 女 6名 
入園：計 4名 男 4名 女 0名（内訳 孤児：男 2名 貧児：男 2名） 
退園：計 3名 男 2名 女 1名（内訳 養子女トシテ：男 2名 死亡：女 1名） 
年末現在：計 23名 男 18名 女 5名 
 
1916（大正 5）年 
前年越員：男 18名 女 5名 
入園：計 4名 男 1名 女 3名（内訳 孤児：女 2名 貧児：男 1名 棄児：女 1名） 
退園：計 1名 男 0名 女 1名（内訳 就業其他獨立ノ為：女 1名） 
年末現在：計 26名 男 18名 女 8名 
 
1917（大正 6）年 
前年越員：男 18名 女 8名 
入園：計 2名 男 2名 女 0名（内訳 棄児：男 2名） 
退園：計 2名 男 2名 女 0名（内訳 父母又ハ親族ヘノ引渡シ：男 1名 就業其他獨立
ノ為：男 1名） 






前年越員：男 18名 女 8名 
入園：計 1名 男 1名 女 0名（内訳 貧児：男 1名） 
退園：計 4名 男 3名 女 1名（内訳 父母又ハ親族ヘノ引渡シ：男 3名 死亡：女 1名） 
年末現在：計 25名 男 16名 女 7名 
 
1918（大正 8）年 
前年越員：男 16名 女 7名 
入園：計 2名 男 0名 女 2名（内訳 孤児：女 1名 棄児：女 1名） 
退園：計 5名 男 3名 女 2名（内訳 父母又ハ親族ヘノ引渡シ：男 1名、女 1名 就業
其他獨立ノ為：男 2名 死亡：女 1名） 
年末現在：計 20名 男 13名 女 7名 
 
1920（大正 9）年 
前年越員：男 13名 女 7名 
入園：計 0名 男 0名 女 0名（内訳 ） 
退園：計 0名 男 0名 女 0名（内訳 ） 
年末現在：計 20名 男 13名 女 7名 
 
1921（大正 10）年 
前年越員：男 13名 女 7名 
入園：計 1名 男 1名 女 0名（内訳 貧児：男 1名） 
退園：計 4名 男 4名 女 0名（内訳 父母又ハ親族ヘノ引渡シ：男 4名） 
年末現在：計 17名 男 10名 女 7名 
 
1922（大正 11）年 
前年越員：男 10名 女 7名 
入園：計 1名 男 1名 女 0名（内訳 貧児：男 1名） 
退園：計 0名 男 0名 女 0名（内訳 ） 
年末現在：計 18名 男 11名 女 7名 
 
1923（大正 12）年 
前年越員：男 11名 女 7名 
入園：計 6名 男 3名 女 3名（内訳 孤児：男 1名、女 3名 貧児（依托生）：男 2名） 
退園：計 1名 男 0名 女 1名（内訳 父母又ハ親族ヘノ引渡シ：女 1名） 









公吏  男 2名 
軍人  男 2名 
會社員 男 2名 
農業  男 5名 女 2名 
工業  男 2名 女 1名 
商業  男 2名 女 1名 
其他  男 4名 女 2名 

























年の 1910（明治 43）年には日本育児院から院児 4名を送ったとあるが、その 4名が「創
立以来兒童入退園表」の同年にある男 3名、女 1名であると判断した。また入所経緯とし
ては、孤児 3名、貧児 1名であったことも確認できた。収容児童数の推移としては、1915、







































































補足史料 －『人道 第 149号』より－ 
留岡幸助（1917）『人道 第 149号 大正 6年（1917年）9月 15日』、人道社 
（原文） 
「●北海道北星園の七周年・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 十勝の北星園は其の創業七周年を紀念せんが爲客月十三日を
以て同園所刊の雑誌「北星」の紀念號を發刊せり。中に内務省嘱託相田良雄氏の寄稿あ
り。氏が慈善團體視察中の所蔵を直記して亳も修飾を弄せざる所甚快なり。氏が園の事
を記せるに曰、 
  所属の土地は耕地十一町五反歩未開地十八町三反歩餘、敷地五反歩、合計三十町五反
歩餘ある。是は當初三名の名義で貸付を受けたのである。開墾が出來れば、無償付與さ
れることになつて居る。山田君より將來の理想も承つたが、夫れは實行せられた上のこ
とにして今記するに及ぶまい。 
敎育は主として園内で小學校程度の敎育を施し、三四名は他に通學せしめてある。 
經濟をどうして立て行くかといふに、一ヶ年二千圓餘の經費は主として同情者の醵金
を集めるために集金員を置いてあつたが、一寸行くにも七八里も距離がある為に費用が
多くかゝるので、山田君の令閏が買い物其他の用事を達する序などを利用して集めて廻
12 
 
はり、日が暮れて歸ることが出來ねば同情者の家に泊めて貰ふといふやうにしてやつて
居る。山田主事や鈴木農場主任は之を以て自己の天職としてやつて居るであらうが、之
に連添ふ妻君には大に同情せざるを得ない。否大に感謝せねばならぬ。爾夫人は横濱の
某女學校を卒業せられた淑女であつて、あの繁華な横濱に育つた人が、人道の爲め、又
夫の事業を助ける為めとは申しながら、此の人煙稀なる山奥に於て慣れぬ農業もやると
いふその心事の麗しい、尊さには何と申してよいかいふべき言葉を得ない。不良少年の
善化したのも、此爾夫人が家族的に親切にしてやることも大に関係があると思つた。 
頗る經營者の苦心に同情せる筆致にして一讀當事者を慰諭する大なるものあるべ
し。」 
